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プロフィール
1968年11月3日生まれ 横浜市出身。旅行会社、飲食業を約20年間経験。「行政とはサービス業である」との言葉に
感銘を受け、37歳で衆議院議員岩國哲人事務所へ転職。その後、参議院議員公設秘書を経て、政策秘書資格を取得し
参議院議員政策秘書を務める。引きこもり支援相談士。2015年県議会議員選挙初当選。麻生区在住。
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質問】先般、教員勤務実態調査の集計速報値が公表された。中
学校教諭の６割近くが１週間当たりの学内総勤務時間が約60
時間以上となっているとのこと。今回の速報値は、教員の実態
を十分に裏付けるものになっていると受け止めており、県立学
校においても変わらないと認識している。超過勤務の要因とし
て、授業や生徒指導、成績処理のほか、報告書作成などの事務
作業があり、これまで対策を講じてきているが、学校現場の
多忙な状況は解消していないものと感じている。
…………………………………………………………………………
教育長】学校現場を取り巻く環境が複雑化・多様化し、学校に
求められる役割が拡大する中、教員の多忙化の解消は、喫緊の
課題であると認識している。県教育委員会では、毎年度、教員
の多忙化解消に向けた基本方針を定め、学校への調査の縮減
や、「ハイスクール人材バンク」による退職教員の活用など、
様々な対策を講じてきたが、未だその解消には至っていませ
ん。そこで、平成29年度から新たに「業務アシスタント」を
県立学校15校にパイロット的に配置し、調査、照会業務や入
力作業など、教員以外の者でも対応可能な業務を行うことを通
じて、教員の負担軽減を図っていく取り組みを始めた。さら
に、多忙化の要因の一つである部活動指導の在り方についても
検討が必要である。具体的には、部活動の休養日の設定や、顧
問として外部の人材を活用することなどについて、高体連など
の関係団体や、学校長の意見も聞きながら検討し、具体的な対
応を図っていく。今後、教員が「子どもたちと向きあう時間」
や、「授業改善に取り組む時間」を確保し、多忙化解消に向け
た取り組みを一層進めていく。
――――――――――――――――――――――――――――

質問】県内の教員の勤務実態について、横浜市・川崎市以外で
は、実態調査の実施は一部の市町にとどまるとのことであり、
県立高校においては、一度も実態調査を実施していないとのこ
とである。加えて、他県の状況を調査したところ、少なくとも
10を超える府県が何らかの形で調査を実施していた。県内の
公立学校教員に対する勤務実態調査を早急に行うべきと考える。
…………………………………………………………………………
教育長】平成26年度に、小・中学校教員への勤務実態に関す
る聴き取りを行い、また、27年度には、県立学校教員を対象
にアンケート調査を実施するなど、勤務実態の把握に努め、多
忙化解消に向けて取り組んできた。教員は、授業だけでなく、
部活動指導や生活指導、保護者への対応など、放課後や休日に
も業務を行うという特殊性があることから、これまで時間外を
含めた勤務時間全体の調査は行っていない。しかし、多忙化の
抜本的解消のためには、これまで調査してきた勤務内容に加え
て、勤務時間の把握が必要と認識している。そこで、県立学校
において、地域や規模、タイプ別にいくつかの学校を抽出し、
教員の勤務時間について、この秋を目途に調査していく。
…………………………………………………………………………
意見】教職員が長時間労働により疲弊していては、教育の質が
担保できないと思います。実態の把握ができなければ、対策を
打つにしても打てな
くなってしまうので
はないか。まず正確
な把握に向けた早急
な取り組みを改めて
お願いする。

県議会レポート 2017 vol. 10
石川ひろのり
神奈川県議会議員

10

教育の
質を担保

教員が「子どもたちと向きあう時間」や
「授業改善に取り組む時間」を確保

質を担保

教員が「子どもたちと向きあう時間」や教員が「子どもたちと向きあう時間」や教員が「子どもたちと向きあう時間」や教員が「子どもたちと向きあう時間」や教員が「子どもたちと向きあう時間」や教員が「子どもたちと向きあう時間」や教員が「子どもたちと向きあう時間」や
「授業改善に取り組む時間」を確保
教員が「子どもたちと向きあう時間」や
「授業改善に取り組む時間」を確保
公立学校教員の多忙化解消に向けた取り組みについて



石川ひろのり

　麻生区内の各駅にて、皆さまの
通勤・通学時間帯を中心に駅頭・
街頭活動をしております。
　毎回多くの皆さまからお声
掛けをいただき、日々元気を
いただいております。駅頭・街頭
活動では、活動報告をお配りして
おりますので、お見かけの際は
ぜひお受け取りいただき、ご一読
いただけたら幸いです。また、地域のお困りごとやご意見、
ご要望など、ぜひお聞かせください。今後も駅頭・街頭活動
を含め、さまざまな場面で県議会のご報告をさせていた
だきます。

駅頭・街頭活動

ボランティア
スタッフ募集

石川ひろのり事務所では 随時ボランティアスタッフを募集しています。広告用チラシ折り、ポスター掲示、街頭演説の支援など短時間でも
かまいません。皆様のできる範囲でお手伝いください。皆様のご支援とご協力をお待ちしています。 ▼連絡先：TEL 044-455-6611

石川ひろのりの活動報告・委員会質問など詳しくはHPまたはFacebookにてご覧いただけます。

▼県議会レポート毎月発行！詳しくは事務所までお問い合わせください。

石川ひろのりの活動への
ご支援（個人献金）のお願い

石川ひろのりの活動にご協力賜りたくご案内させていただきます。なお、寄付は税額控除の対象となりますので、ご相談くださいますようお願い申し上げます。

▼石川裕憲後援会　【郵便局】払込取扱票にて（口座番号 00200-7-52777）　【銀行】三井住友銀行 新百合ヶ丘支店  普通  口座番号 6902358

石川ひろのりへの
ご意見・ご質問を
お待ちしております。

お名前

ご住所

TEL
ご意見など

再生紙を使用しています。

活動報告
はるひ野駅付近
「止まれ」標識設置
　６月、はるひ野駅近く、ドラッグ
ストアカワチとくろかわのぞみ保育
園近くの交差点に「止まれ」標識
が設置されました。路面にも「止ま
れ」の表示がなされ、正式に標識の
運用が始まりました。地域の発展と
ともに車両の通行量が増え、近隣小中
学校の通学の際に危険であるという
お話しから、駅頭活動や地域にお住
まいの方、町内会の皆さまからもご
要望をいただいておりました。設置
を機会に、事故のない安心・安全な
街になるよう期待をしております。

麻生区消防団ポンプ操法大会

「全公立展2017」を視察
　６月、パシフィコ横浜で開催された「全公立展」を視察。
　今年は3万 6千人もの生徒・保護者の方が参加されており、
各学校を代表して来ている高校生の皆さんの声掛けも真剣で
した。制服の展示や、部活動の紹介など学校ごとにさまざま
な特色が出ていました。いくつかの学校の先生にヒアリング
もさせていただき、
現場の声も伺うこと
ができました。生徒
の皆さんが将来の夢
に向かって、自分に
合った学校選びをす
る機会を今後も続け
ていくことが大切だ
と考えます。

　６月、麻生区内で行われた「麻生
区消防団ポンプ操法大会」に出席。
麻生消防団全12班145名の代表が
標的までの消火タイムや動作、身な
りの審査など、日頃の訓練の成果を
競い合われていました。地域の安全
を守るため日々訓練に励み、努力を
惜しまない皆さんの姿に、強い「団
結力」を感じました。

県政報告（タウンニュース掲載）

「『環境農政常任委員会』に所属決定」2017年６月９日




